
年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

芸術

目的をもって、諸要素を組み合わせ、表現に向かう行動を自ら立てることができるようになる。それらをパフォーマンスとして他者の前で適切に発表をすることができる。

音楽を学ぶ仲間を尊重し、学びをシェアし、高めあうことで、より良い表現を目指す力を持つことができる。達
成することを分かち合い、喜び合える人間性を培う。

音楽Ⅰ

知 思

○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】 音楽の様々な要素について理解し、組み合わせて、意図に応じた適切な表現をできるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

他者と関わりながら、学びを分かち合い、目的
に沿った行動を適切にとることができるように
なる。自らの表現も他者の表現も適切に評価
し、尊重することができるようになる。

千早
芸術 音楽Ⅰ 2

8

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

様々な音楽の諸要素について学び、かつ多様な文
化の特徴に絡めて理解する。また、表現に際して
の技能を得て、実際に演奏表現を行う。ソフトを
通じて作曲し、実際的に発信できる技能をもつ

他者と協働して、音楽を表現するなどの目的をも
ち、目論見を立てて行動する力を養う。表現が適切
で、目的にかなったものであるかの判断を自分たち
で行い、批評しあうことができるようになる。

教育芸術社　MOUSA１

〇

〇

8

〇 〇

態

配
当
時
数

１
学
期

A 単元　実技・歌唱
【知識及び技能】
　楽曲にあった適切な発声
【思考力、判断力、表現力等】
曲をよりよく表現するのにどのよう
な歌唱法が適切か考えさせる
【学びに向かう力、人間性等】
パートで協力して学びあい、一つの
合唱曲を作り上げる。

・発声の基礎
・合唱曲、教科書掲載のポップスな
どを取り上げ、表現するのに適切な
声とは何かを例曲を示しながら実技
を通して指導。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

B 単元　実技・器楽
【知識及び技能】
五線譜を理解する。キーボードの奏
法を知り、楽譜を演奏できるように
なる。
【思考力、判断力、表現力等】
五線譜に書いてあることを実技で演
奏することを目論見立てて練習する
よう考えさせる
【学びに向かう力、人間性等】
うまくできないことを他者に確認す
るなど、問題解決するために協力し
あうよう指導する

・五線譜、音の高さ、リズム、拍子
など、楽典の基礎
・両手で弾く技術
・初見演奏、聴音

C 単元　鑑賞（鍵盤楽器）
【知識及び技能】
鍵盤楽器の歴史、奏法を知る
【思考力、判断力、表現力等】
鍵盤楽器を通して生み出されてきた
音楽を聞いて、どのような表現であ
るか、適切に批評するよう指導する
【学びに向かう力、人間性等】
関心をもって音楽を聞き、その良さ
を味わうことができるよう指導する

・鍵盤楽器の歴史とその成立を知
る。現代では幅広く多くのジャンル
で用いられる楽器であることをジャ
ズ、ポップス、音楽ソフトなどを通
して、考えを深める。

D 単元　実技・鑑賞（民族音楽）
【知識及び技能】
世界の民族音楽にはどのようなもの
があるか、鑑賞を通じて学習する
【思考力、判断力、表現力等】
どのように音楽が成立するのか、リ
ズム楽器の実技で習得し、音楽的な
特徴を考えさせる
【学びに向かう力、人間性等】
楽器の活動を通じて人と音楽を合わ
せる楽しみや、協力して一つの音楽
を作る学びを楽しむよう指導する

・民族音楽を鑑賞し、歴史や文化的
背景を学ぶ。
・音楽の諸要素を学び、リズム楽器
等で表現する。楽器の奏法やリズム
の特徴から、民族固有のあり方や要
素を学ぶ。

〇 〇

音楽Ⅰ芸術

表現

評価規準
鑑
賞

発声などの練習課題を通して、熱心に、しっ
かりと技術を体得しようとしているか見取
る。グループ活動の中では協力しあって楽曲
を習得しようとしているかを見取って評価す
る。全体で合わせたときに美しさや面白みを
味わい、豊かな響きを感じ取っているかを感
想から評価する。

キーボード奏法を熱心に学び、楽譜を理解し
た上で、目論見を立てて練習に取り組んでい
るかを評価する。
一つの曲を集中して弾き通し、より良い演奏
になるよう、自ら工夫しているかを演奏から
評価する。

鍵盤楽器の多様な音楽を聴き、実技習得で得
た知識を「どのようにこの音楽に使ってい
て、何が音楽的に面白いのか」を具体的に考
え、文章にしているかを評価する。

〇

6〇 〇 〇 〇

民族音楽を鑑賞と実技を通して知り、面白さ
を味わっていることを感想などから見取る。
音楽構造や歴史、文化背景を理解し、創作活
動に活かしているかを演奏から見取る。現代
の商業的音楽には民族的要素を活かしている
ものが多く、それがどのように成功している
かまで考えているか批評活動から評価する。

8



合
計

78

9

２
学
期

E 単元　実技（ギター奏法）
【知識及び技能】
ギターの基礎的な奏法の習得をす
る。自分の選曲で演奏をする
【思考力、判断力、表現力等】
ギターの奏法と楽譜の見方、１学期
習得の発声も合わせて音楽として表
現する
【学びに向かう力、人間性等】
１台の楽器を用い、自分の力で表現
することを粘り強く取り組むよう指
導する。

・ギターの基礎的奏法
・TAB譜、コード譜などの楽譜の見
方
・３～５つのコードの曲を弾き語り
する

〇 〇 〇

〇〇

F 単元　実技（歌唱）
【知識及び技能】
英語科目で勉強してきたことを転用
し、感情や意思を伝えるような英語
歌唱をするよう指導する。
【思考力、判断力、表現力等】
英語の歌詞の面白さを理解し、発音
などを、どのように工夫するのかを
指導する
【学びに向かう力、人間性等】
英語科目で勉強してきたことを転用
し、音楽にすることに意欲的に取り
組むよう指導する

・親しみやすい英語曲、ディズニー
ソングや、有名な英語のポップスな
どを取り上げる。英語曲のリズム感
やノリを感じ取り、雰囲気をもって
表現することを学ぶ。

３
学
期

G 単元　実技（創作）
【知識及び技能】
音楽制作ソフトの実習を通して、目
的にかなった楽曲を制作するよう指
導する
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の諸要素を判断し、適切に使
い、目的にかなった作曲ができるよ
うに指導する
【学びに向かう力、人間性等】
ソフトで作曲することで、どのよう
な意図を表現する発信が可能になる
かを考えるよう指導する

・音楽制作ソフト（一人１台パソコ
ン）
・音階を用いた作曲法
・リズムセクションの作曲法

〇

H  単元　鑑賞（音楽と社会）
【知識及び技能】
　著作権や肖像権など、音楽に関係
した発信について身近な事柄を取り
上げ、調べたことを発表しあう
【思考力、判断力、表現力等】
法的な内容も踏まえ、どのようなこ
とを気をつけなければならないか、
発信者としての自覚を持ちながら音
楽を扱うことを指導する。
【学びに向かう力、人間性等】
発信を自分自身の課題としてとら
え、真剣に考えるよう指導する。

・著作権、著作隣接権、肖像権など
について
・インターネット記事も用いて、ど
のような問題があるのかなど、時事
的な事柄を確認

〇

〇

奏法を理解し、楽譜の見方とつなげ、１曲を
弾けるよう習熟するまでの練習を目論見だて
て行っているかを見取る。音楽にこめられて
いる表現意図は何かを考え、演奏の中で何を
工夫し、意図したのか、実技演奏と、文章と
で評価する。

歌唱、リズム楽器、ギターやピアノなど、
今まで習得してきたことを活かし、
自由に参加させる。主体的に一つの音楽で
役回りを果たすことに充実とやりがいを感
じ、演奏効果を高めようと考えているか、
表現を評価する。

１人１曲mp3ファイルをティームズに提出
させる。
課題を通して、音楽的にどのように工夫を凝
らしたかを評価する。また、生徒通しでも作
品を聴きあい、批評させる。

グループで対話し、意見をまとめて発表さ
せ、建設的な意見を提出しているかを評価す
る。
役割を持って活動していたかを見取る。
他人事でなく、自分の将来の仕事にも関わる
ことであるという自覚を持って授業を受けた
かを評価する。

〇

9
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15


